
　

佐
藤
貞
子
は
明
治
19
年
、
神
代

村
で
農
家
を
営
む
、
佐
藤
清
賢
の

次
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。　

　

父
親
の
清
賢
は
「
右
に
出
る
も

の
な
し
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
横

笛
の
名
手
。
貞
子
も
幼
い
頃
か
ら

唄
や
踊
り
の
稽
古
を
積
み
、
そ
の

才
能
を
次
第
に
発
揮
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
や
が
て
佐
藤
親
子
は
、
近

在
近
郷
の
村
祭
り
な
ど
で
、
大
い

に
評
判
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

貞
子
21
歳
の
時
、
新
た
に
一
座

を
興
こ
し
た
父
親
と
共
に
県
内
を

興
行
す
る
と
、
貞
子
の
「
秋
田
お

ば
こ
」
は
、
行
く
先
々
の
聴
衆
を

魅
了
し
て
い
き
ま
す
。

碑
文

　

民
謡
王
国
・
秋
田
の
中
で
も

こ
こ
田
沢
湖
は
、
民
謡
や
郷
土

芸
能
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

　

生
保
内
盆
地
を
吹
き
抜
け
、

秋
の
実
り
を
約
束
す
る
宝
風
が

生
保
内
節
を
生
み
、
長
者
の
山

は
玉
川
が
発
祥
の
地
と
伝
え
ら

れ
歌
い
継
が
れ
て
き
た
秋
田
を

代
表
す
る
民
謡
で
あ
る
。

　

ま
た
、
生
保
内
田
植
踊
り
は

田
植
の
所
作
を
踊
り
に
組
み

入
れ
た
県
内
唯
一
の
田
楽
で
あ

り
、
全
国
に
例
を
見
な
い
珍
し

い
郷
土
芸
能
と
い
え
る
。

　

こ
の
地
で
生
ま
れ
育
ま
れ
て

き
た
こ
れ
ら
の
優
れ
た
民
謡
や

郷
土
芸
能
が
末
永
く
後
世
に
継

承
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
民
謡
碑

を
こ
こ 

に
建
立
す
る
。 

　

平
成
二
十
二
年
十
月

　
　

 

民
謡
碑
建
立
実
行
委
員
会

　

「
吹
け
や
生
保
内
だ
し
」
の
唄

い
出
し
で
は
じ
ま
る
生
保
内
節

は
、
他
に
似
て
い
る
民
謡
が
ほ
と

ん
ど
見
あ
た
ら
ず
、
こ
の
地
で
発

祥
の
民
謡
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
石
神
地
区
に
伝
わ

る
「
田
植
踊
り
」
は
県
内
唯
一
の

も
の
で
、
そ
の
踊
り
が
独
特
の
田

植
え
踊
り
と
し
て
踊
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　

民
謡
を
は
じ
め
郷
土
芸
能
は
、

そ
の
土
地
の
風
土
や
暮
ら
し
が
生

ん
だ
独
自
の
文
化
で
す
。
田
沢
湖

周
辺
に
は
特
に
多
く
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
郷
土
芸
能
の
宝
庫
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
10
年
、
秋
田
市
千
秋
公
園

観
桜
会
で
の
公
演
は
大
評
判
と
な

り
、
全
県
下
に
そ
の
名
が
知
ら
れ

て
い
く
の
で
し
た
。

　

翌
11
年
に
東
京
で
行
わ
れ
た
、

平
和
大
博
覧
会
の
全
国
芸
能
競
演

会
に
、
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
演

し
、
見
事
に
全
国
一
に
輝
い
た
貞

子
た
ち
は
、
こ
れ
を
機
に
全
国
巡

演
の
旅
に
出
ま
す
。

　

貞
子
の
唄
は
レ
コ
ー
ド
と
な
り
、

「
秋
田
お
ば
こ
」「
秋
田
甚
句
」
の

入
っ
た
レ
コ
ー
ド
は
、
や
が
て

60
万
枚
を
売
り
上
げ
る
ヒ
ッ
ト
と

な
り
ま
す
。
貞
子
の
人
気
は
上
昇

し
て
い
き
、
各
公
演
先
に
は
大
勢

の
人
が
訪
れ
る
、
押
し
も
押
さ
れ

ぬ
「
民
謡
界
の
女
王
」
と
な
っ
た

の
で
し
た
。

民謡への想いを込めた

民謡碑を建立
郷
土
芸
能
の

　
宝
庫
と
呼
ば
れ
る

ふるさとの先人。民謡歌手。
その美声と声量は、全国で評判
となり、ともに秋田民謡の数々
が全国に知られることとなった。

「
秋
田
お
ば
こ
」

　
　
で
一
世
を
風
靡

石神地区の子どもたちが踊る「田植踊り」

佐 

藤 

貞 

子

秋
田
お
ば
こ
の
女
王
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第
２
回
秋
田
民
謡
全
国
大
会
民
舞

の
部
優
勝
の
藤
原
ミ
サ
子
社
中
。（
大

原
志
枝
さ
ん
、
小
松
結
香
莉
さ
ん
、

斉
藤
友
理
さ
ん
、
深
谷
夏
美
さ
ん
、

佐
々
木
瑛
莉
菜
さ
ん
）
大
会
ま
で
を

次
の
よ
う
に
振
り
替
え
り
ま
す
。

　「
仕
事
や
学
校
で
、
練
習
時
間
が

取
れ
ず
、
み
ん
な
で
踊
り
を
合
わ
せ

る
時
間
が
な
い
こ
と
も
」「
先

生
に
『
生
保
内
の
風
に
揺
れ

る
ス
ス
キ
の
様
に
し
な
や
か

に
、
で
も
芯
は
し
っ
か
り
と
』

と
何
度
も
言
わ
れ
ま
し
た
」

「
昨
年
の
準
優
勝
以
上
を
見
せ

た
い
と
重
圧
も
あ
っ
た
」

　
厳
し
い
条
件
の
中
、
大
原

さ
ん
を
中
心
に
、
稽
古
内
容

を
連
絡
し
合
い
、
自
主
練
習

を
繰
り
返
し
、
稽
古
出
ら
れ

た
日
は
、
み
ん
な
遅
く
ま
で

踊
っ
た
と
言
い
ま
す
。
猛
稽
古
が
実

を
結
ん
だ
優
勝
に
「
会
場
で
歓
声
を

上
げ
た
」「
う
れ
し
く
て
涙
が
出
た
」

と
皆
さ
ん
。

　「
踊
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
良
く
、
本
当
に
が
ん
ば
っ

た
。『
緩
や
か
な
踊
り
を
し
っ
か
り

と
表
現
し
て
い
た
』
と
講
評
を
聞
き

ほ
っ
と
し
た
」
と
藤
原
先
生
。

　
伝
統
芸
能
を
伝
え
る
皆
さ
ん
。
活

躍
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

人　モノ　自然

元気通信
ＧＥＮＫＩ‐ＴＳＵＳＨＩＮ

　

こ
う
し
て
秋
田
民
謡
の
評
価
を

高
め
、
民
謡
王
国
と
し
て
の
礎
を

築
い
た
貞
子
は
、
昭
和
23
年
、
次

女
玉
枝
を
二
代
目
と
し
現
役
を
退

い
た
後
、
昭
和
25
年
、
64
歳
の
生

涯
を
静
か
に
閉
じ
ま
す
。

　

抱
返
り
神
社
に
あ
る
佐
藤
貞
子

の
碑
は
、
秋
田
民
謡
へ
の
功
績
を
、

讃
え
末
永
く
伝
え
よ
う
と
、
昭
和

40
年
に
田
沢
湖
町
郷
土
芸
能
振
興

会
が
建
立
し
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
秋
田
郷
土
民
謡
の
声

価
を
高
め
た
功
績
は
誠
に
大
き
い

も
の
が
あ
る

　
「
秋
田
民
謡
の
開
拓
者
」
貞
子
の

功
績
を
、
没
後
60
年
、
碑
に
刻
ま

れ
た
一
文
が
今
も
伝
え
ま
す
。

暮
ら
し
の
中
に

　
　
　
　
あ
る
民
謡

　

今
年
第
25
回
を
迎
え
た
「
生
保

内
節
全
国
大
会
」、
最
近
は
年
代
別

の
参
加
者
に
、
偏
り
が
見
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
祝
い
の
席
や
会
合
な

ど
人
々
が
集
ま
る
中
、
自
然
と
民

謡
を
唄
い
、
踊
る
。
そ
ん
な
姿
を

見
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
芸
能
を
大
切
に
し

て
い
こ
う
、
伝
え
て
い
こ
う
と
、

地
元
郷
土
芸
能
６
団
体
が
中
心
と

な
り
民
謡
碑
建
立
実
行
委
員
会

が
発
足
。
賛
同
す
る
大
勢
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
民
謡
碑
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
「
優
れ
た
民
謡
、
芸
能
の
火
を
守

り
た
い
」
と
大
切
に
思
う
、
皆
さ

ん
の
心
が
民
謡
碑
に
は
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

　
　
　
優
勝
つ
か
む

 秋田県民謡協会主催

    秋田民謡全国大会優勝
　　　　　　　　     （民舞の部）

藤原ミサ子社中
若い世代に伝えたい大切な文化

先生を囲み笑顔の一コマ

広報せんぼく3

佐藤貞子没後６０年記念行事

　　   佐藤貞子フェスティバル
  　　　　  「文化講演と芸能のつどい」  
　日　時　平成 23 年 1 月 23 日（日）13:00 ～ 16:00
　会　場　わらび劇場　入場無料
　第 1部　記念講演 浅利香津代
                     「佐藤貞子の魅力 －貞子を演じて－」
　第 2部　芸能発表　－貞子にささぐ－　
                      仙北市内の民謡・芸能・芸術団体出演予定
　　
   シンポジウム「佐藤貞子と秋田民謡」
　日　時　平成 23 年 1 月 15 日（土）13:00 ～ 16:00
　会　場　たざわこ芸術村（ゆぽぽ本館「紫苑」）
　　　　　入場無料

　主　催　仙北市伝統文化活性化委員会
　　　　　代表　大山文夫（仙北市芸術文化協会会長）
　事務局　一般財団法人民族芸術研究所　　44-3903℡


